
（令和４年度）

一 管理運営の状況

1 施設名

2 指定管理者

3 指定期間

《費用》

・     指定管理者に支払った費用 　　　328,774千円 （288,552千円）

・     その他市が負担した費用 　　　58,132千円 （19,815千円）

・     使用料収入 　　　170,160千円 （155,068千円）

・     その他収入 　　　48,486千円 （44,806千円）

6 利用者の声

二 管理運営に係る評価（モニタリングシートの結果によって評価）

Ⅰ 総則

Ⅱ
施設の運営管
理体制

Ⅲ
施設・設備の
維持管理

所見

①募集要項や仕様書に示されている関係法令及び条例等を遵守し、業務を遂行している。
②「葛岡斎場の運営にあたっての基本方針」を作成し、窓口等に掲示するとともに、職員に周知
徹底し、業務遂行している。
③新型コロナウイルス感染症により亡くなられた方と、その他の方との火葬時間をずらして対応す
ることにより、動線を分け、利用者に配慮した取り組みを行った。

①「葛岡斎場指定管理業務仕様書」に基づいた開館日、１月１日、１月２日が休館日であることを
十分認識し、火葬業務に従事している。
②指定管理業務を円滑に実施するため、各職員が適切に業務内容を把握し、臨機応変に対応
し、火葬件数が増えた時にも、一部の職員に負担がかからないような体制を整えている。
③職員間で情報を共有するため、朝礼を行いその日の業務内容、利用者からの意見等を確認し
ている。
④仙台市会計規則等に基づき、各種帳簿等を作成するとともに、現金、通帳、印鑑は金庫に保管
し、適正に管理している。
⑤葛岡斎場予約システムを導入していることから、仙台市行政情報セキュリティポリシーを遵守し
適正に管理し、また、月1回システム会議を行い、問題点等を確認、修正を行っている。
⑥事故発生時の対応、緊急連絡体制等の構築しており、災害に対しては消防職員指導による消
防防災訓練を実施している。
⑦厚生労働省発出「新型コロナウイルス感染症により亡くなられた方及びその疑いがある方の処
置，搬送，葬儀，火葬等に関するガイドライン」によりご遺体の取扱い等に適宜対応している。

①斎場の主要部分である火葬炉については、指定管理グループの太陽築炉職員による点検と年
１回の総合点検を実施し、5か年の火葬炉修繕計画に基づき適切に修繕を行っている。
②建物・施設等の点検は、専門業者に加え、公園緑地協会技術職員が月2回巡回点検を行うな
ど維持管理の徹底を図っている。
③備品管理については、市貸与備品と指定管理者備品を区別するなど、台帳管理を行ってい
る。
④清掃業務については、専門の業者が常駐することにより適正に保たれている。
⑤外構、植栽等の管理は、専門の業者に加え、職員や公園緑地協会職員による除草等をこまめ
に行うなど環境整備、美化に努めている。
⑥場内の最終施錠は、場長又は副場長が行うこととしている。また、開場中は職員が随時巡回し
事故防止等に努めるとともに、閉館後の警備は、機械警備で対応している。
⑦排ガスの公害防止を図るため、JIS（日本産業規格）の基準に基づき検査を行い公害防止保障
値を超えないような措置をとっている。
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《実施状況》
施設内に利用者アンケート用紙を通年設置

評価分野 評価
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5 収支の状況

(　)は前年度決算額

《収入》

指定管理者評価シート

仙台市葛岡斎場

仙台市公園緑地協会・太陽築炉グループ

令和4年4月1日～令和9年3月31日

4
施設の利用状
況

《利用件数》
令和４年度　11,467件（前年度比　　111％）
令和３年度　10,348件
令和２年度　9,641件
※　件数は、死体・死胎児・献体・その他及び後納分含む火葬件数

《事業》
仙台市葛岡斎場の運営管理業務
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Ⅳ
サービスの質
の向上

Ⅴ
施設固有の基
準

三 評価総括

四 その他特記事項（上記評価項目の他に、指定管理者の優れた取組み等、特に記載すべき事項があれば記載する）

◎ 評価担当課（施設所管課）：健康福祉局保健衛生部保健管理課

　指定管理者は、市の公園施設を中心に総合的な管理を行っている団体と、火葬炉の専業メーカとの組合せのグルー
プである。
　仙台市葛岡斎場指定管理業務仕様書の基本的方針である、故人と遺族との永遠の別れをする厳粛な施設であるた
め、特に接遇マナーの向上に力を入れている。仙台市で行われている研修を含め、外部講師による接遇研修も行って
いる。
　新型コロナウイルス感染症で亡くなられた方の火葬は、一般の火葬が終わった後に行うことにより、感染リスクを抑える
取組みを行っていた。
　火葬炉の担当職員以外にも、他の職員でも対応出来るよう研修を行い、非常時等にも稼働できる体制を構築したこと
は評価できる。
　アンケート等の利用者の意見を反映し、利用者の立場に立った対応をしたことは評価できる。
　遺族や会葬者に信頼と安心感をもっていただこうと日々努力していることは高く評価できる。

S

特記事項

・仙台市の施設としては唯一利用制限せず通常業務を継続し、令和4年度は新型コロナウイルス感染症により亡くなられた４０３体のご遺体の火
葬を業務時間外に行った。

①職員は制服、名札を着用することにより斎場職員としての自覚を持たせ、より良いサービスの提
供に努めている。
②「火葬の流れ」リーフレットを作成し、受付及び２階ロビーに配置するなど利用者サービスの向
上に努めている。
③利用者の立場に立ったサービスを行うため、受付業務マニュアル、炉前業務マニュアル等を作
成し、全職員が同一のサービスを提供ができるように努めている。
④利用者アンケート用紙を2階ホール及び全待合室に備え付けるとともに、ホールにアンケート回
収箱を設置し、寄せられた意見や苦情等に適切に対応している。
⑤葬祭業者との意見交換会の実施や利用者アンケート結果の検討、改善、掲示を行うなど、サー
ビスの質の向上を図っている。

①葛岡斎場は火葬場という特殊な業務のため、職員に対し、地方自治法、墓地埋葬等に関する
法律や仙台市斎場条例、火葬炉の緊急時対応等の研修を実施し、円滑 な運営に努めている。
②仙台市唯一の火葬場で、故人とご遺族の永遠の別れの施設として、業務仕様書及び事業計画
などに基づき、故人の尊厳を最大限尊重し、ご遺族の心に寄り添った対応により利用者から信頼
され安心して利用される施設を目指している。
③確実な火葬業務の実施体制を確保するため法令や社会規範の順守を徹底するとともに、宗
教・宗派にとらわれない対応や個人情報保護の徹底など、公正・公平を第一として運営している。
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《指定管理者（仙台市公園緑地協会・太陽築炉グループ）による自己評価》

・火葬件数が増加傾向にある中、葛岡斎場は市内唯一の火葬施設であり、故人と遺族の永遠の別れの場所として、葛岡斎場の使命、役割を十
分理解したうえで、業務仕様書及び事業計画などに基づき、利用者から信頼され安心して利用される施設として維持管理運営を行うことができ
ている。
・基本方針に則り、職員一人ひとりが故人の尊厳を最大限尊重し、ご遺族の心に寄り添った対応を実現している。
・継続的かつ計画的に、職場内での研修や外部機関による各種研修会への参加を行っており、職員の意識及び接遇の向上を図ることができ
ている。
・清閑な雰囲気を保ち、心癒される空間を創出するように、委託業者による定期的な植栽管理に併せ、職員や協会本部公園管理班による除草
を行ってきた。また、降雪時には職員によるリース重機運用などの対応等で除雪を行うことにより利用者の安全を確保してきた。
・東日本大震災の教訓を踏まえ、業務の継続体制を強化するためのツースペシャリティ制度の考えから、職員相互の炉前・火葬炉研修の実施
を行い、その体制を確立してきた。また、斎場の防災力の向上のために自衛消防隊の編成や防災訓練を年に2回以上実施して職員の対応力
向上を図っている。
・利用者からのアンケートや直接いただいた意見・要望等については職員間で共有し、内容を検証・検討、改善につながる事項は速やかに実
行するとともに、職員への周知徹底を図った。また、意見・要望の内容とその対応結果をロビーに貼り出すなど、利用者の声に真摯に対応する
姿勢や情報公開の姿勢を表し、利用者からの信頼の構築につなげることができた。
・日常業務において発生したヒヤリハット事例については職員間で状況と情報を共有し重大事故発生防止を図ってきた。

総合評価《施設設置者（仙台市）による評価》
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